
資料４－１

国営備北丘陵公園



公園名 種別

事業採択年度

用地着手年度

事前評価実施年

有 無 有 無 有 無

有 無 有 無 有 無

事業効果の
発現状況

事業実施による
環境の変化

社会経済情勢
の変化

都市公園事業の事後評価チェックリスト

費用対効果分析
算定基礎となっ
た要因の変化

・中国地方全域で高速道路整備が進み、周辺市区町村からの旅行費用が減少した。
・未開園であった「いこいの森」エリアにおいて、施設整備を最小限にとどめ、整備コストの縮減
　(総事業費６４０億円から６１４億円)を図った。

（ア）防災に関する機能
・園内に災害用臨時ヘリポートを設置し、地域と一体となった防災訓練を定期的に実施することに
　より、地域住民（東自治振興区）の方の安全確保を推進している。
・平成２４年１０月に庄原市地域防災計画において指定緊急避難場所に位置付けられた。
（イ）観光振興等地域活性化に関する機能
・地形、立地を活かしたイルミネーションにより、低調な冬季の地域観光を促進している。
・本公園の管理運営においては、年間延べ約1,800人の臨時雇用を採用。地域に継続的な雇用機会を
　提供している。
（ウ）都市環境の改善、自然との共生に関する価値
・国兼池におけるカヌー体験や、森に囲まれたオートキャンプ場、ボランティアによる森の楽校の
　実施など、豊かな自然環境を活かした公園づくりを展開し、多様なレクリエーションを提供して
　いる。
・県立大学と連携した貴重種の保全・再生や国蝶オオムラサキの保護・繁殖など、多様な動植物が
　生息・生育できるような自然環境の保全、復原を継続的に実施している。
（エ）歴史や地域文化の伝承に関する価値
・地域の伝統や文化を体験してもらうプログラムの展開や昔の生活を再現した空間を提供すること
　により、地域の歴史・文化の伝承に貢献している。

・整備に伴う環境変化があったものの、水辺をはじめとする特徴的な自然環境は残されており、
　その影響は小さい。
・公園事業により、鳥類を始めとした動物類が安心して生息できる環境が創出された。
・希少植物等については、整備と並行して、保全、再生の取り組みが適切に行われている。

（ア）利用圏域内の人口の推移等
・Ｈ２０年再評価以降、誘致圏内の人口が減少した。
（イ）関連する他事業の進捗状況等
・Ｈ２０年再評価以降、周辺の高速道路等の整備が進んだ。

1,912億円

80km
＋2時間圏

556万人

1,644億円

Ｂ／Ｃ 1.38 1.16

1,679億円

80km
＋2時間圏

566万人

1,215億円

公園の利用圏域内の市街化の状況、人
口の推移、年齢構成の変化等公園の整
備効果に重大な影響を与える事情の変
化

費用対効果分析結果に影響を与える公
園整備内容の大幅な変更、工事単価の
著しい変化等要因の変化

総便益（Ｂ）

便益の主な根拠
　　　　　　　　誘致距離

　　　　　　　　誘致人口

費
用
対
効
果

Ｂ
／
Ｃ

総費用（Ｃ）

事後評価再評価事前評価

昭和57年度

昭和59年度

都市計画決定（変更）年度 昭和60年度

工事着手年度 昭和62年度 事業終了年度 平成24年度

再評価実施年度 平成20年度 事後評価実施年度 平成28年度

事業の概要
　国営備北丘陵公園は、中国地方のほぼ中央である広島県庄原市に位置し、全体面積３３８．８haの中国地方で唯一
の国営公園である。本公園は、平成7年4月に中入口センターエリア・ひばの里を開園して以降順次追加開園を行い、
平成24年4月のいこいの森の開園により全園開園となった

国営備北丘陵公園 イ号公園 全 体 面 積 ３３８．８ha
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今後の事後評価
の必要性

改善措置の
必要性

同種事業の計
画・調査のあり
方や事業評価手
法の見直しの

必要性

　豊かな自然環境を活かし、大規模な花修景や多様な「遊びの場」を創出し、中国地方全域に及ぶ
広域なレクリエーションニーズに対応している。
　希少な環境資源や地域固有の文化を、地域と連携を図りつつ、適切に保全し、その活用を図って
いる。
　地域と連携したイベントの展開や地域の防災拠点としての役割を担うなど、地域に欠かせない存
在となっている。
　今後も適切な管理運営により、引き続き利用者満足度の向上を進めることから改善措置の必要性
はない。

　同種事業の計画・調査のあり方について、見直しの必要とする事項はない。
　また、事業評価手法の見直しの必要性はない。

　本公園では、園内の豊かな自然環境の保全や活用が図られており、中国地方の歴史、伝統文化の
継承にも寄与しているほか、新たなレクリエーションの導入や公園モニター制度の導入による利用
者意見の収集など利用者の幅広いニーズに対応している。このことから、本公園の基本テーマ・基
本理念に沿った効果が発現していることが認められ、今後の事後評価の必要性はない。
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国
営
備
北
丘
陵
公
園
事

業

平
成
２
９
年
１
月
２
５
日

国
土
交
通
省

三
次
河
川
国
道

事
務
所

こ
く

え
い

び
ほ

く
き

ゅ
う

り
ょ

う
こ

う
え

ん
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（
平

成
28

年
3月

現
在

）

１
．
国

営
公
園
の
概
要

国
営

公
園

は
、

イ
）

一
の

都
府

県
の

区
域

を
超

え
る

よ
う

な
広

域
の

見
地

か
ら

設
置

す
る

公
園

又
は

緑
地

ロ
）

国
家

的
な

記
念

事
業

と
し

て
、

又
は

我
が

国
固

有
の

優
れ

た
文

化
的

資
産

の
保

存
及

び
活

用
を

図
る

た
め

に
閣

議
の

決
定

を
経

て
設

置
す

る
公

園
又

は
緑

地

に
大

別
さ

れ
、

全
国

に
１

７
ヶ

所
が

整
備

さ
れ

て
い

る
。

１
）

国
営

公
園

と
は

国
営

備
北

丘
陵

公
園

（
平

成
7

年
4

月
）

全
国

の
国

営
公

園
位

置
図

２
）

国
営

公
園

の
有

す
る

意
義

①
広

域
化

・
多

様
化

す
る

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

需
要

へ
の

対
応

②
環

境
の

保
全

と
創

出

③
歴

史
・

文
化

の
保

存
と

継
承

④
活

気
あ

る
地

域
づ

く
り

と
新

し
い

発
展

の
拠

点

⑤
時

代
の

要
請

に
応

え
た

新
し

い
試

み
へ

の
対

応

イ
号

公
園

（
１

２
ヶ

所
）

ロ
号

公
園

（
５

ヶ
所

）
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○
中

国
地

方
の

ほ
ぼ

中
央

、
広

島
県

庄
原

市
に

位
置

し
、

中
国

地
方

唯
一

の
国

営
公

園
で

あ
る

。

○
昭

和
5

7
年

度
か

ら
整

備
に

着
手

し
、

平
成

7
年

4
月

「
中

入
口

セ
ン

タ
ー

エ
リ

ア
・

ひ
ば

の
里

」
を

開
園

し
て

以
来

、
順

次
開

園
区

域
を

拡
げ

、
平

成
2

4
年

4
月

「
い

こ
い

の
森

」
の

開
園

に
よ

り
、

全
体

面
積

3
3

8
.8

h
a
の

全
園

開
園

と
な

っ
た

。

２
．
事

業
の
概
要

（
１

）
公

園
の

概
要

中
入

口
セ

ン
タ

ー
エ

リ
ア

ひ
ば

の
里

つ
ど

い
の

里

北
入

口
セ

ン
タ

ー
エ

リ
ア

み
の

り
の

里

星
の

里

い
こ

い
の

森

く
に

か
ね

水
辺

の
里

国
兼

池

国
営

備
北

丘
陵

公
園
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２
．
事

業
の
概
要

（
２

）
本

公
園

に
お

け
る

取
り

組
み

□
年

間
を

通
じ

四
季

に
応

じ
た

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
の

展
開

【
公

園
整

備
の

方
針

】

•
国

兼
池

を
中

心
と

し
た

湖
畔

景
観

や
、

丘
陵

景
観

等
の

自
然

を
生

か
し

た
公

園

•
中

国
地

方
の

古
い

文
化

の
継

承
や

新
し

い
文

化
を

は
ぐ

く
む

こ
と

の
で

き
る

公
園

•
四

季
に

わ
た

る
多

彩
な

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

に
対

応
で

き
る

公
園

•
中

国
地

方
の

全
域

か
ら

利
用

で
き

る
公

園

•
地

域
と

の
ふ

れ
あ

い
の

で
き

る
公

園

○
公

園
整

備
の

方
針

に
基

づ
き

、
年

間
を

通
じ

四
季

に
応

じ
た

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
や

歴
史

・
文

化
を

伝
承

す
る

た
め

の
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

催
す

る
と

共
に

、
防

災
の

観
点

か
ら

指
定

緊
急

避
難

場
所

へ
位

置
付

け
る

な
ど

中
国

地
方

に
と

っ
て

必
要

不
可

欠
な

施
設

で
あ

る
。

冬
期

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

は
、

人
気

ラ
ン

キ
ン

グ
中

国
地

方
で

1
位

、
全

国
3

位
と

高
い

評
価

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

の
中

心
期

間
で

あ
る

12
月

は
庄

原
市

内
の

観
光

客
数

の
約

4割
を

占
め

る
。

庄
原

市
月

別
観

光
客

数
（

H
27

年
度

） ※
出

典
：

「
H

27
年

広
島

県
観

光
客

数
の

動
向

」
（

広
島

県
）

鉄
づ

く
り

体
験

わ
ら

細
工

体
験

□
歴

史
・

文
化

を
伝

承
す

る
た

め
の

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム

行
事

名
称

参
加

者
数

(人
)

回
数

(回
)

わ
ら

細
工

体
験

4
,0

3
0

3
3

8

昔
遊

び
体

験
2

,5
7

0
1

木
と

暮
ら

し
の

雑
貨

づ
く

り
2

,2
5

8
9

3

手
打

ち
そ

ば
づ

く
り

体
験

1
,7

6
9

7
3

茶
席

1
,4

9
9

1
9

竹
工

作
の

体
験

1
,0

0
5

2
5

野
菜

の
丸

か
じ

り
体

験
8

5
7

2
5

夏
の

お
菓

子
づ

く
り

体
験

5
2

8
1

0

秋
の

お
菓

子
づ

く
り

体
験

5
3

0
7

古
代

た
た

ら
鉄

づ
く

り
体

験
（

ふ
い

ご
）

6
9

2

※
そ

の
他

、
田

植
え

体
験

な
ど

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
を

開
催
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２
．
事

業
の
概
要

（
３

）
利

用
者

等
の

状
況

①

国
営

備
北

丘
陵

公
園

入
園

者
数

の
推

移

○
平

成
7

年
度

の
開

園
当

時
は

年
間

約
3

2
万

人
で

あ
っ

た
が

、
追

加
開

園
や

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

各
種

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
等

に
よ

り
、

平
成

2
7

年
度

は
年

間
約

5
2

万
人

の
方

に
利

用
し

て
い

た
だ

き
、

平
成

2
8

年
末

で
累

計
入

園
者

数
が

約
9

0
0

万
人

に
達

し
多

く
の

人
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

平
成

2
5

年
度

入
園

者
数

：
4

7
0

,1
1

9
人

平
成

2
6

年
度

入
園

者
数

：
4

2
3

,6
9

5
人

平
成

2
7

年
度

入
園

者
数

：
5

2
2

,5
0

6
人

平
成

２
８

年
１

２
月

３
１

日
(土

)で
累

計
入

園
者

９
０

０
万

人
を

達
成

（
年

度
）

－ 7 －



２
．
事
業
の
概
要

（
３

）
利

用
者

等
の

状
況

②

○
直

線
距

離
5

0
k
m

圏
域

内
の

人
口

に
対

す
る

利
用

者
数

の
割

合
は

、
他

の
国

営
公

園
と

比
較

し
て

も
、

備
北

丘
陵

公
園

は
5

0
k
m

圏
内

の
人

口
が

最
も

少
な

い
に

も
関

わ
ら

ず
、

利
用

者
数

の
対

人
口

比
が

最
も

高
い

。

公
園

名
所

在
地

5
0

k
m

圏
内

人
口

利
用

者
数

対
人

口
比

1
滝

野
す

ず
ら

ん
丘

陵
公

園
北

海
道

札
幌

市
2

,8
1

3
,3

6
9

5
4

2
,5

2
8

0
.1

9
3

 

2
み

ち
の

く
杜

の
湖

畔
公

園
宮

城
県

川
崎

町
2

,7
1

6
,7

4
3

7
6

5
,4

0
4

0
.2

8
2

 

3
常

陸
海

浜
公

園
茨

城
県

ひ
た

ち
な

か
市

1
,4

8
8

,8
8

0
1

,7
6

7
,7

3
1

1
.1

8
7

 

4
ア

ル
プ

ス
あ

づ
み

の
公

園
【

掘
金

・
穂

高
地

区
】

長
野

県
安

曇
野

市

【
大

町
・

松
川

地
区

】
長

野
県

大
町

市
1

,4
5

0
,8

6
5

3
7

4
,0

8
3

0
.2

5
8

 

5
越

後
丘

陵
公

園
新

潟
県

長
岡

市
8

4
5

,3
5

2
5

4
1

,9
0

3
0

.6
4

1
 

6
木

曽
三

川
公

園
愛

知
県

、
岐

阜
県

、
三

重
県

1
0

,1
1

5
,9

7
9

9
,8

9
2

,0
5

0
0

.9
7

8
 

7
淀

川
河

川
公

園
大

阪
府

、
京

都
府

1
7

,4
3

2
,8

2
8

4
,1

1
5

,0
6

9
0

.2
3

6
 

8
明

石
海

峡
公

園
兵

庫
県

淡
路

市
1

0
,5

5
5

,0
7

2
5

3
7

,7
4

6
0

.0
5

1
 

9
備

北
丘

陵
公

園
広

島
県

庄
原

市
3

1
2

,1
9

2
4

2
3

,6
9

5
1

.3
5

7
 

1
0

讃
岐

ま
ん

の
う

公
園

香
川

県
ま

ん
の

う
町

1
,8

4
1

,8
2

5
5

0
0

,1
1

8
0

.2
7

2
 

1
1

海
の

中
道

海
浜

公
園

福
岡

県
福

岡
市

4
,0

7
6

,9
0

9
2

,0
5

8
,6

1
0

0
.5

0
5

 

■
5

0
k
m

圏
域

内
人

口
に

対
す

る
利

用
者

数
の

割
合

単
位

：
人

※
平

成
2

6
年

度
利

用
者

数
及

び
人

口

※
上

記
表

は
、

各
イ

号
公

園
の

割
合

を
示

す
（

但
し

、
東

京
臨

海
広

域
防

災
公

園
除

く
）
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２
．
事

業
の
概
要

（
４

）
来

園
者

の
特

性

同 行 者

小
学
生

6
.
1
%

中
学
生

2
.
5
%

1
5
～
1
8歳

1
.
6
%

1
9
～

2
9歳

1
3
.
5%

3
0
代

2
2
.
1%

4
0
代

1
8
.
6%

5
0
代

8
.
7
%

6
0
～
6
4歳

7
.
4
%

6
5
～

6
9歳

7
.
7
%

7
0
歳

以
上

1
1
.
8%

n
=
3
,4
0
3

初
来
園
者

24
.8
%

リ
ピ
ー

タ
ー

75
.2
%

n=
3,
37

1

家
族
と

5
8
.
4%

友
人

・
知

人
と

1
3
.
1%

夫
婦

で

1
3
.
4%

カ
ッ
プ

ル

で

7
.
0
%

一
人
で

1
.
2
%

地
域

の
団

体

2
.
6
%

学
校

の
団

体

1
.
8
%

職
場

の
団

体

1
.
4
%

そ
の

他

1
.
1
%

n
=
3
,4
1
8

H
2

7
 利

用
実

態
調

査
結

果

来 園 者 の 年 齢 層

H
2

7
 利

用
実

態
調

査
結

果

H
2

7
 利

用
実

態
調

査
結

果

来 園 者 の リ ピ ー タ ー 割 合

＜
利

用
実

態
調

査
か

ら
み

え
る

来
園

者
の

特
性

＞

○
来

園
者

の
年

齢
層

は
、

20
～

40
代

が
半

数
以

上

を
占

め
て

い
る

が
、

概
ね

ま
ん

べ
ん

な
く

幅
広

い
世

代
の

利
用

が
あ

る
。

○
来

園
者

の
6割

近
く

が
家

族
連

れ
で

あ
る

。

○
全

体
の

75
％

が
リ

ピ
ー

タ
ー

で
あ

る
。
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い
こ
い
の

森
広

場

第
７
駐
車
場

２
．
事

業
の
概
要

（
５

）
「

い
こ

い
の

森
」

エ
リ

ア
に

お
け

る
整

備
コ

ス
ト

縮
減

○
「

い
こ

い
の

森
」

エ
リ

ア
は

、
必

要
な

機
能

を
確

保
し

た
上

で
最

小
限

の
施

設
整

備
に

留
め

る
こ

と
に

よ
り

、
総

事

業
費

を
6

4
0

億
円

か
ら

6
1

4
億

円
に

削
減

す
る

な
ど

整
備

コ
ス

ト
の

縮
減

に
努

め
た

。

利
用

者
の

休
憩

機
能

や
管

理
室

等
の

必
要

な
機

能
を

確
保

し
た

上
で

建
物

規
模

の
縮

小
な

ど
に

よ
る

整
備

費
の

縮
減

※
出

典
：

H
20

年
度

第
3回

「
中

国
地

方
整

備
局

事
業

評
価

監
視

委
員

会
」

資
料

使
用

図

※
出

典
：

H
24

.2
全

面

開
園

時
記

者
発

表
資

料
使

用
図

※
公

園
全

体
の

事
業

費
※

公
園

全
体

の
事

業
費

い
こ

い
の

森
整

備
概

要

総
事

業
費
：
64

0億
円

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム

ふ
る

さ
と

の
森

、
南

入
口

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ｴ
ﾘ
ｱ
は

、
既

存

林
を

活
か

し
た

自
然

環
境

保
全

空
間

に
変

更

総
事

業
費

：
61

4億
円
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３
．
費

用
対
効
果
分
析

（
１

）
費

用
便

益
の

分
析

の
考

え
方

○
本

省
都

市
局

公
園

緑
地

・
景

観
課

監
修

「
改

訂
第

３
版

大
規

模
公

園
費

用
対

効
果

分
析

手
法

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

に
基

づ
き

、
公

園
利

用
圏

域
の

人
口

、
公

共
交

通
網

等
の

整
備

な
ど

を
含

め
た

交
通

状
況

、
公

園
の

整
備

費
用

な
ど

様
々

な
要

因
を

加
味

し
費

用
対

効
果

分
析

を
実

施
し

た
。

効
果
分
析
フ
ロ
ー

総
便

益
（

Ｂ
）

を
直

接
利

用
価

値
、

間
接

利
用

価
値

の
２

項
目

で
算

出
し

、
総

費
用

（
Ｃ

）
に

対
す

る
総

便
益

（
Ｂ

）
の

比
率

で
判

断
し

た
。

備
北
丘
陵
公
園
及
び
競
合
公
園
デ
ー
タ
の
整
理

直
接
利
用
価
値
の
計
測

間
接
利
用
価
値
の
計
測

直
接

的
に

公
園

を
利

用
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
生

じ
る

価
値

（
健

康
・

ﾚ
ｸ
ﾘ
ｴ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
）

間
接

的
に

公
園

を
利

用
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
生

じ
る

価
値

（
環

境
・

景
観

、
防

災
）

総
費
用
の
計
算

【
旅

行
費

用
法

(
T
C
M
)
】

【
効

用
関

数
法

】

総
便
益
（
B
）
/
総
費
用
（
C
）
の
計
算

総
費

用
（

C
）

：
用

地
費

、
施

設
費

、

維
持

管
理

費

計
測

期
間

：
事

業
開

始
年

（
19

82
年

）
～

部
分

供
用

開
始

後
50

年
（

20
44

年
）
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３
．
費

用
対
効
果
分
析

（
２

）
直

接
利

用
価

値
の

算
出

本
推

計
モ

デ
ル

は
、

旅
行

費
用

法
※

に
よ

り
算

出
し

て
お

り
、

以
下

の
需

要
曲

線
か

ら
消

費
者

余
剰

分
を

計
測

。

市
町

村
区

分
（

i）
の

、
年

齢
区

分
（

k）
に

お
け

る
検

討
対

象
公

園
（

j）
の

需
要

（
回

／
年

）

Ｄ
ijk

=
  
 D

ik
×

Ｐ
ijk

市
町

村
区

分
（

i）
の

、
年

齢
区

分
（

k）
に

お
け

る
年

間
公

園
需

要
（

回
／

年
）

市
町

村
単

位
（

i）
の

、
年

齢
区

分
（

k）
に

お
け

る
検

討
対

象
公

園
（

j）
を

利
用

す
る

選
択

率

公
園

（
j）

を
備

北
丘

陵
公

園
と

し
、

各
年

齢
区

分
、

及
び

、
各

市
町

村
区

分
ご

と
に

備
北

丘
陵

公
園

の
需

要
を

推
計

○
直

接
利

用
価

値
は

、
下

記
の

需
要

推
計

モ
デ

ル
を

用
い

て
、

備
北

丘
陵

公
園

の
需

要
か

ら
価

値
を

算
出

旅
行

費
用

(上
限

)Y
n

(実
際

の
費

用
)Y

1

消
費

者
余

剰
分

X1
(実

際
の

需
要

)
需

要
(回

/年
)

利
用

者
が

払
っ

て
も

良
い

と
感

じ
る

金
額

か
ら

実
際

の
費

用
を

差
し

引
い

た
も

の
で

、
利

用
者

が
得

を
し

た
と

感
じ

ら
れ

る
程

度
を

示
す

。
各

年
齢

区
分

、
及

び
、

各
市

町
村

区
分

の
消

費
者

余
剰

分
を

合
計

し
、

便
益

を
算

出
。

※
「公

園
利
用
者
は
、
公
園
ま
で
の
移
動
費
用
を
か
け
て
ま
で
も
公
園
を
利
用
す
る
価
値

が
あ
る
と
認

め
て
い
る
」と

い
う
前

提
の
も
と
で
、
公

園
ま
で
の
移

動
費

用
（料

金
、
所

要
時
間
）を

利
用
し
て
、
公
園
整
備
の
価
値
を
貨
幣
価
値
で
評
価

。
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３
．
費

用
対
効
果
分
析

（
３

）
間

接
利

用
価

値
の

算
出

○
間

接
利

用
価

値
は

、
下

記
の

２
項

目
に

つ
い

て
、

備
北

丘
陵

公
園

を
整

備
し

た
こ

と
に

伴
う

効
用

値

か
ら

算
出

①
環

境
の

維
持

・
改

善
、

景
観

の
向

上
に

役
立

つ
価

値
（

以
下

「
環

境
」

）

②
防

災
に

役
立

つ
価

値
（

以
下

「
防

災
」

）

「
環

境
」

の
効

用
値

＝
A
1
×

√
（

緑
地

面
積

）
＋

A
2
×

（
各

市
町

村
か

ら
備

北
丘

陵
公

園
ま

で
の

距
離

）
２

「
防

災
」

の
効

用
値

＝
A
3
×

√
（

広
場

面
積

）
＋

A
4
×

（
各

市
町

村
か

ら
備

北
丘

陵
公

園
ま

で
の

距
離

）
２

×
A
5
（

防
災

拠
点

機
能

の
有

無
（

あ
り

＝
１

、
な

し
＝

０
）

）

○
環

境
・

防
災

の
効

用
値

か
ら

、
以

下
の

算
定

式
に

よ
り

、
備

北
丘

陵
公

園
を

整
備

し
た

場
合

の
便

益

を
算

出

整
備

し
た

場
合

の
満

足
度

＝
In

（
e
x
p
（

備
北

丘
陵

公
園

の
効

用
値

）
＋

（
整

備
し

な
か

っ
た

場
合

の
満

足
度

）
）

整
備

し
な

か
っ

た
場

合
の

満
足

度
＝

In
（

１
＋

e
x
p
（

競
合

公
園

1
の

効
用

値
）

＋
e
x
p
（

競
合

公
園

2
の

効
用

値
）

…
）

便
益

＝
（

（
整

備
し

た
場

合
の

満
足

度
）

－
（

整
備

し
な

か
っ

た
場

合
の

満
足

度
）

）
/

A
6

A
1
：

0
.1

1
3
4
1
9
8
、

A
2
：

-0
.0

0
1
1
0
0
4
、

A
3
：

0
.0

5
2
6
4
2
2

A
4
：

-
0
.0

0
0
7
3
4
3
、

A
5
：

0
.4

7
1
3
7
0
9
、

A
6
：

0
.0

0
0
7
7
6
4
（

環
境

）
、

0
.0

0
0
5
3
1
5
（

防
災

）

※
改

訂
第

３
版

大
規

模
公

園
費

用
対

効
果

分
析

手
法

マ
ニ

ュ
ア

ル
よ

り
・

Ａ
１

か
ら

Ａ
６

は
、

パ
ラ

メ
ー

タ
値

を
示

す
。
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３
．
費

用
対
効
果
分
析

（
４

）
投

資
効

果
の

分
析

結
果

以
上

の
総

便
益

、
総

費
用

か
ら

本
公

園
の

費
用

便
益

比
（

B
/
C

）
は

1
.1

6
で

あ
り

、
本

公
園

の
整

備
に

対
し

て
費

用
対

効
果

が
得

ら
れ

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

前
回

評
価

（
H

2
0

再
評

価
）

今
回

評
価

（
H

2
8

事
後

評
価

）
前

回
評

価
時

か
ら

主
な

増
減

要
因

6
4

0
6

1
4

「
い

こ
い

の
森

」
に

お
け

る
ｺ
ｽ
ﾄ
縮

減

昭
和

5
7

年
か

ら
平

成
2

7
年

昭
和

5
7

年
か

ら
平

成
2

4
年

平
成

2
0

年
平

成
2

8
年

直
接

利
用

価
値

1
,4

4
1

1
,6

4
7

基
準

年
差

に
よ

る
増

間
接

利
用

価
値

2
3

7
2

6
5

基
準

年
差

に
よ

る
増

総
便

益
（

B
）

1
,6

7
9

1
,9

1
2

用
地

費
2

9
9

3
5

5
基

準
年

差
に

よ
る

増

施
設

費
6

8
6

9
0

9
基

準
年

差
に

よ
る

増

維
持

管
理

費
2

3
0

3
8

0
基

準
年

差
に

よ
る

増

総
費

用
（

C
）

1
,2

1
5

1
,6

4
4

1
.3

8
1

.1
6

便
益

※

（
億

円
）

費
用

※

（
億

円
）

費
用

便
益

（
B

/
C

）

基
準

年

整
備

期
間

事
業

費

※
便

益
、

費
用

は
、

現
在

価
値

化
し

た
値

。
端

数
処

理
に

よ
り

、
合

計
額

は
一

致
し

な
い

。
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5
66
万

人
5
56
万

人

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

H
20
再

評
価

時
（

H2
0人

口
）

H
28
事
後

評
価
時
（

H2
8人

口
）

人
口
(万

人
)

2
5,
2
66

2
0,
2
74

1
2,
2
68

1
3,
8
58

1
8,
0
66

8
,2
6
2

0

5,
00
0

10
,0
0
0

15
,0
0
0

20
,0
0
0

25
,0
0
0

30
,0
0
0

境
港

市
岡

山
市

尾
道

市

H
20
再
評

価

H
28
事
後

評
価

（
円

）

４
．
再
評
価
時
点
か
ら
費
用
便
益
（

B/
C）

の
変
化
要
因
と
分
析
①

○
費

用
対

効
果

分
析

に
お

け
る

公
園

を
利

用
す

る
人

が
居

住
す

る
地

域
（

以
下

「
誘

致
圏

域
」

）
は

、
H

2
0

再

評
価

時
と

同
じ

く
多

く
の

利
用

者
が

見
込

ま
れ

て
い

る
8

0
k
m

圏
を

カ
バ

ー
す

る
2

時
間

圏
域

の
市

町
村

と

し
た

が
、

誘
致

圏
内

人
口

は
0

.9
8

倍
に

減
少

し
た

。

○
ま

た
、

中
国

地
方

全
域

で
高

速
道

路
等

の
整

備
が

進
み

、
周

辺
市

区
町

村
か

ら
の

移
動

時
間

や
費

用
が

変
化

し
た

こ
と

に
伴

い
、

旅
行

費
用

法
で

算
出

す
る

便
益

が
減

少
し

た
。

※
国

勢
調

査
（

総
務

省
統

計
局

）
、

日
本

の
将

来
推

計
人

口
(H

25
.3

)（
国

立
社

会
保

障
・

人
口

問
題

研
究

所
）

よ
り

誘
致

圏
域

の
設

定

●
５
県

74
市
区
町
村

鳥
取

県
（

8）
島

根
県

（
14

）
岡

山
県

（
20

）
広

島
県

（
30

）
山

口
県

（
2）

1
0
万

人
減

国
営

備
北

丘
陵

公
園

2
0k
m

4
0k
m

6
0k
m

8
0k
m

距
離

と
利

用
率

（
H

25
～

H
27

）

誘
致

圏
域

人
口

の
変

化

交
通

状
況

の
変

化

再
評

価
後

（
H

21
年

度
以

降
）

の
高

速
道

路
の

整
備

状
況

誘
致

圏
内

都
市

か
ら

の
旅

行
費

用
の

変
化

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

0
10

20
30

40
50

60
70

80
90

10
0

11
0

12
0

利用率（％）

距
離

（
Km

）

8
3％

－ 15 －



４
．
再
評
価
時
点
か
ら
費
用
便
益
（

B/
C）

の
変
化
要
因
と
分
析
①
（
参
考
）

○
し

か
し

、
高

速
道

路
整

備
に

伴
う

移
動

時
間

・
費

用
の

変
化

等
に

よ
り

、
前

回
評

価
時

と
比

較
し

て
、

神

戸
市

、
北

九
州

市
、

四
国

な
ど

か
ら

の
利

用
者

も
見

ら
れ

、
実

際
の

利
用

者
圏

域
は

拡
大

し
、

安
定

的
な

公
園

利
用

者
の

確
保

が
図

ら
れ

た
。

H
2
5
年

～
2
7
年

で
利

用
が

確
認
さ
れ
た
自
治
体

国
営

備
北

丘
陵

公
園

中
国
地
方

近
畿
地
方

増
加

増
加

来
園

者
の

居
住

地
割

合
（

H
1

9
年

と
H

2
7

年
の

比
較

）

来
園

者
の

居
住

地
（

H
2

5
年

～
H

2
7

年
）

※
利

用
実

態
調

査
結

果
よ

り

※
利

用
実

態
調

査
結

果
よ

り

－ 16 －



５
．
事

業
効
果
の
発
現
状
況

（
１

）
国

兼
池

を
中

心
と

し
た

湖
畔

景
観

や
、

丘
陵

景
観

等
の

自
然

を
生

か
し

た
公

園
①

①
自

然
環

境
を
活

用
し
た
公

園
づ
く
り

○
国

兼
池

に
お

け
る

カ
ヌ

ー
体

験
や

、
森

に
囲

ま
れ

た
オ

ー
ト

キ
ャ

ン
プ

場
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
森

の

学
校

の
実

施
な

ど
、

豊
か

な
自

然
環

境
を

活
か

し
た

公
園

づ
く

り
を

展
開

し
、

多
様

な
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

し
て

い
る

。

オ
ー

ト
キ

ャ
ン

プ
場

カ
ブ

ト
ム

シ
ド

ー
ム

（
い

こ
い

の
森

）

国
兼

池
で

の
カ

ヌ
ー

森
の

楽
校

H
27

年
度

い
こ

い
の

森
入

園
者

数
22

,8
04

人

H
27

年
度

活
動

回
数

10
回

延
べ

参
加

人
数

11
5人

H
27

年
度

オ
ー

ト
キ

ャ
ン

プ
場

年
間

利
用

者
数

20
,3

12
人

H
27

年
度

国
兼

池
の

年
間

利
用

者
数

2,
23

8人

－ 17 －



５
．
事

業
効
果
の
発
現
状
況

（
１

）
国

兼
池

を
中

心
と

し
た

湖
畔

景
観

や
、

丘
陵

景
観

等
の

自
然

を
生

か
し

た
公

園
②

②
絶

滅
危

惧
種

、
希

少
種

等
の

保
全

・
繁

殖
、
自

然
再

生
の

取
り
組

み

○
県

立
大

学
と

連
携

し
た

貴
重

種
の

保
全

・
再

生
や

国
蝶

オ
オ

ム
ラ

サ
キ

の
保

護
・

繁
殖

な
ど

、
多

様
な

動

植
物

が
生

息
・

生
育

で
き

る
よ

う
な

自
然

環
境

の
保

全
、

復
原

を
継

続
的

に
実

施
し

て
い

る
。

国
蝶

オ
オ

ム
ラ

サ
キ

の
保

護
・

繁
殖

の
取

り
組

み

オ
オ

ム
ラ

サ
キ

H
27

年
に

カ
ブ

ト
ム

シ
ド

ー
ム

で
成

虫
し

た
オ

オ
ム

ラ
サ

キ

県
立

広
島

大
学

と
連

携
し

た
貴

重
種

ヒ
ゴ

タ
イ

の
保

全
・

再
生

県
立

広
島

大
学

生
に

よ
る

植
栽

ヒ
ゴ

タ
イ

環
境

省
R
D
B
：

絶
滅

危
惧
Ⅱ

類
広

島
県
R
D
B
：

絶
滅

危
惧
Ⅰ

類
○

そ
の

他

・
尾

道
松

江
道

整
備

時
に

影
響

を
受

け
る

エ
ヒ

メ
ア

ヤ
メ

の
保

全

・
個

体
数

の
減

少
が

進
む

モ
リ

ア
オ

ガ
エ

ル
の

保
護

展
示

・
里

山
環

境
の

象
徴

で
あ

る
サ

サ
ユ

リ
群

生
地

の
復

原

・
ア

サ
ギ

マ
ダ

ラ
の

放
蝶

及
び

生
息

環
境

創
出

の
た

め
の

フ
ジ

バ
カ

マ
の

生
育

環
境

省
R
D
B
：

準
絶

滅
危

惧
(
N
T
)

広
島

県
R
D
B
：

準
絶

滅
危

惧
(
N
T
)

－ 18 －



５
．
事

業
効
果
の
発
現
状
況

（
２

）
中

国
地

方
の

古
い

文
化

の
継

承
や

、
新

し
い

文
化

を
は

ぐ
く

む
こ

と
の

で
き

る
公

園

①
歴
史
や
地
域
文
化
の

伝
承

○
地

域
の

伝
統

や
文

化
を

体
験

し
て

も
ら

う
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
展

開
や

昔
の

生
活

を
再

現
し

た
空

間
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

の
歴

史
・

文
化

の
伝

承
に

貢
献

し
て

い
る

。

鉄
づ

く
り

体
験

●
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

●
伝

統
行

事

●
農

村
景

観
、

暮
ら

し
ぶ

り
の

再
現

日
本

古
来

の
製

鉄
法

で
あ

る
「

た
た

ら
製

鉄
」

や
、

地
域

の
年

中
行

事
を

一
般

参
加

者
に

も
楽

し
ん

で
も

ら
い

な
が

ら
、

文
化

の
保

存
・

伝
承

を
行

っ
て

い
る

。

季
節

の
風

物
詩

を
体

験
す

る
た

め
の

伝
統

行
事

を
年

間
を

通
し

て
開

催
。

「
ひ

ば
の

里
」

で
は

10
0年

前

の
農

村
景

観
や

農
作

業
を

再
現

。

さ
と

や
ま

屋
敷

神
楽

の
上

演

わ
ら

細
工

体
験

≪
主

な
プ

ロ
グ

ラ
ム
≫

行
事

名
称

参
加

者
数

(人
)

回
数

(回
)

わ
ら

細
工

体
験

4
,0

3
0

3
3

8

昔
遊

び
体

験
2

,5
7

0
1

木
と

暮
ら

し
の

雑
貨

づ
く

り
2

,2
5

8
9

3

手
打

ち
そ

ば
づ

く
り

体
験

1
,7

6
9

7
3

茶
席

1
,4

9
9

1
9

竹
工

作
の

体
験

1
,0

0
5

2
5

野
菜

の
丸

か
じ

り
体

験
8

5
7

2
5

夏
の

お
菓

子
づ

く
り

体
験

5
2

8
1

0

秋
の

お
菓

子
づ

く
り

体
験

5
3

0
7

古
代

た
た

ら
鉄

づ
く

り
体

験
（

ふ
い

ご
）

6
9

2

そ
の

他
、

田
植

え
体

験
、

稲
刈

り
体

験
、

五
色

餅
つ

き
、

お
は

ぎ
づ

く
り

体
験

、
昔

遊
び

づ
く

り
体

験
ペ

ー
パ

ー
ナ

イ
フ

づ
く

り
体

験
、

藍
染

め
体

験
　

等

※
平

成
27

年
度

実
績

－ 19 －



○
冬

の
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
、

秋
の

花
火

と
音

楽
の

祭
典

な
ど

の
開

園
時

間
延

長
に

よ
る

利
用

促
進

策
の

展

開
を

は
じ

め
、

年
間

を
通

じ
来

園
者

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
四

季
に

応
じ

た
様

々
な

イ
ベ

ン
ト

を
展

開
し

て
い

る
。

５
．
事

業
効
果
の
発
現
状
況

（
３

）
四

季
に

わ
た

る
多

彩
な

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

に
対

応
で

き
る

公
園

①
年

間
を
通

じ
て
四

季
に
応

じ
た
イ
ベ
ン
ト
の

展
開

H
2

7
年

度
開

催
期

間
：

３
７

日
間

4
月

９
日

～
5

月
１

５
日

入
園

者
数

：

１
０

５
,５

０
４

人
（

H
2

7
年

度
）

備
北

花
ピ

ク
ニ

ッ
ク

（
春

ま
つ

り
）

夏
ま

つ
り

秋
ま

つ
り

ウ
イ

ン
タ

ー
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン

H
2

7
年

度
開

催
期

間
：

４
５

日
間

７
月

１
８

日
～

８
月

３
１

日

入
園

者
数

：

５
１

,９
８

９
人

（
Ｈ

２
７

年
度

）

H
2

7
年

度
開

催
期

間
：

３
７

日
間

9
月

１
２

日
～

1
0

月
１

８
日

入
園

者
数

：

１
０

９
,４

６
０

人
（

Ｈ
２

７
年

度
）

H
2

7
年

度
開

催
期

間
：

５
６

日
間

1
1

月
１

4
日

～
1

月
1

1
日

入
園

者
数

：

１
７

３
,４

２
７

人
（

Ｈ
２

７
年

度
）

※
Ｈ

2
7

年
度

は
過

去
最

多
入

園
者

数

－ 20 －



５
．
事

業
効
果
の
発
現
状
況

（
４

）
地

域
と

の
ふ

れ
あ

い
の

で
き

る
公

園

①
地

域
文

化
の

継
承

や
自

然
保

全
等

を
目

的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の

展
開

○
本

公
園

で
は

、
周

辺
地

域
住

民
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
よ

る
地

域
文

化
を

継
承

す
る

イ
ベ

ン
ト

や
園

内
ガ

イ
ド

等
を

展
開

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
来

園
者

と
地

域
と

の
ふ

れ
あ

い
の

場
を

提
供

し
て

い
る

。

●
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
備

北
地

方
の

文
化

の
継

承
、

豊
か

な
自

然
の

保
全

・
活

用
の

た
め

、
地

域
や

市
民

、
企

業
と

の
連

携
・

協
働

を
図

っ
て

い
る

。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

カ
テ

ゴ
リ

登
録

人
数

活
動

状
況

活
動

概
要

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

カ
テ

ゴ
リ

登
録

人
数

活
動

状
況

活
動

概
要

し
ょ

う
ば

ら
花

会
議

公
園

運
営

サ
ポ

ー
ト

5
8

人
毎

月
・

公
園

内
花

修
景

の
手

入
れ

を
サ

ポ
ー

ト
。

さ
と

や
ま

古
代

た
た

ら
倶

楽
部

文
化

継
承

８
人

年 １
回

・
中

国
山

地
の

文
化

の
象

徴
『

古
代

た
た

ら
鉄

づ
く

り
』

の
継

承
。

ア
ナ

ノ
コ

会
公

園
運

営
サ

ポ
ー

ト
5

人
毎

月
・

さ
と

や
ま

屋
敷

や
農

家
群

の
庭

園
の

手
入

れ
を

サ
ポ

ー
ト

。
炭

焼
き

ク
ラ

ブ
文

化
継

承
3

人
毎

週
・

炭
焼

き
小

屋
を

拠
点

に
、

竹
炭

づ
く

り
や

竹
酢

液
づ

く
り

を
実

施
。

キ
ャ

ン
プ

リ
ー

ダ
ー

公
園

運
営

サ
ポ

ー
ト

1
4

人
年

数
回

・
野

外
活

動
や

キ
ャ

ン
プ

場
運

営
で

必
要

な
知

識
・

技
術

・
指

導
力

を
も

っ
て

、
ア

ウ
ト

ド
ア

活
動

の
サ

ポ
ー

ト
。

遊
び

の
楽

校
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
文

化
継

承
8

人
毎

月
・

ひ
ば

の
里

を
中

心
に

、
昔

な
が

ら
の

遊
び

(手
づ

く
り

体
験

)を
実

施
。

森
の

楽
校

環
境

保
全

7
1

人
毎

月
・

「
い

こ
い

の
森

」
の

手
入

れ
。

園
内

ガ
イ

ド
地

域
活

動
1

1
人

年
数

回
・

園
内

の
花

や
施

設
、

歴
史

文
化

に
関

す
る

来
園

者
へ

の
ガ

イ
ド

。

グ
リ

ー
ン

レ
ン

ジ
ャ

ー
環

境
保

全
2

0
人

毎
月

・
動

植
物

の
保

護
。

・
自

然
や

環
境

に
関

す
る

講
座

。
・

イ
ベ

ン
ト

時
に

動
植

物
の

案
内

を
す

る
自

然
ガ

イ
ド

。

※
平

成
28

年
3月

31
日

時
点

－ 21 －



５
．
事

業
の
効
果
の
発
現
状
況

（
５

）
観

光
振

興
等

地
域

活
性

化
に

関
す

る
効

果

①
冬
季
の
地
域
観
光
の
促

進

②
雇
用
創
出
効
果

区
分

期
間

雇
用

者
数

（
人

）

通
常

時
4

/
1

～
3

/
3

1
※

下
記

イ
ベ

ン
ト

期
間

除
く

4
9

9

イ ベ ン ト 時

春
ま

つ
り

4
/
5

～
5

/
1

1
2

3
9

夏
ま

つ
り

7
/
1

9
～

8
/
3

1
4

1
2

秋
ま

つ
り

9
/
1

3
～

1
0

/
1

9
3

6
9

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

1
1

/
1

5
～

2
/
1

5
※

ウ
イ

ー
ク

エ
ン

ド
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
期

間
含

む
2

9
8

合
計

1
,8

1
7

○
本

公
園

の
管

理
運

営
に

お
い

て
は

、
年

間
延

べ
約

1,
80

0人
の

臨
時

雇
用

を
採

用
。

地
域

に
継

続
的

な
雇

用
機

会
を

提
供

し
て

い
る

。

園
内

臨
時

雇
用

者
数

（
H

26
年

度
）

※
雇

用
者

数
は

期
間

中
の

述
べ

人
数

○
地

形
・

立
地

を
活

か
し

た
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
り

、
低

調
な

冬
季

の
地

域
観

光
を

促
進

し
て

い
る

。

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

の
中

心
期

間
で

あ
る

12
月

は
庄

原
市

内
の

観
光

客
数

の
約

4割
を

占
め

る
。

庄
原

市
月

別
観

光
客

数
（

H
27

年
度

）

※
出

典
：

「
H

27
年

広
島

県
観

光
客

数
の

動
向

」
（

広
島

県
）

※
Ya

ho
o!

 イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

人
気

ラ
ン

キ
ン

グ
20

15
よ

り

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

の
人

気
ラ

ン
キ

ン
グ

で
は

中
国

地
方

で
1位

、

全
国

で
も

3位
と

高
い

評
価

を
得

て
い

る
。

特
に

イ
ベ

ン
ト

開
催

を
通

じ
て

多
く

の
雇

用
機

会
を

提
供
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５
．
事

業
効
果
の
発
現
状
況

（
６

）
防

災
に

関
す

る
効

果

①
避

難
地

・
防

災
拠

点
等

と
し
て
の

利
用

○
園

内
に

災
害

用
臨

時
ヘ

リ
ポ

ー
ト

を
設

置
し

、
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

防
災

訓
練

を
定

期
的

に
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
住

民
（

東
自

治
振

興
区

）
の

方
の

安
全

確
保

を
推

進
し

て
い

る
。

○
平

成
24

年
10

月
に

庄
原

市
と

協
定

を
結

び
、

園
内

の
一

部
が

指
定

緊
急

避
難

場
所

に
指

定
さ

れ
た

。

本
公

園
の

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

及
び

主
な

災
害

対
策

施
設

名
称

規
模

等

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
面
積

約
27

.6
ha

指
定
緊
急
避
難
場
所

約
8.

0h
a

災
害
用
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト

１
箇
所

本
公

園
で

実
施

さ
れ

た
庄

原
市

総
合

防
災

訓
練

(H
2

4
.1

1
、

H
2

6
.2

)
庄

原
市

、
市

消
防

団
、

消
防

署
、

警
察

署
、

地
元

住
民

、
赤

十
字

奉
仕

団
、

本
公

園
(国

・
セ

ン
タ

ー
)等

地
元

住
民

・
市

合
同

の
指

定
緊

急
避

難
場

所
避

難
訓

練
（

H
2

6
,2

7
)

防
災

ヘ
リ
の

着
陸

第
２

駐
車

場

第
５

駐
車

場

災
害

用
臨

時
ヘ

リ
ポ

ー
ト

大
芝

生
広

場エ
ン

ト
ラ

ン
ス

セ
ン

タ
ー

国
兼

指
定

緊
急

避
難

場
所

災
害

用
臨

時
ヘ

リ
ポ

ー
ト
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５
．
事

業
効
果
の
発
現
状
況

（
７

）
そ

の
他

①
公

園
モ
ニ
タ
ー
制

度
に
よ
る
公

園
サ

ー
ビ
ス
向

上

○
本

公
園

で
は

、
公

園
モ

ニ
タ

ー
制

度
を

導
入

し
て

い
る

。
モ

ニ
タ

ー
の

方
に

は
、

年
間

を
通

じ
て

４
回

程
度

来
園

し
て

い
た

だ
き

、
公

園
に

対
す

る
意

見
や

要
望

を
伺

い
、

モ
ニ

タ
ー

の
方

か
ら

の
意

見
を

公
園

運
営

に
反

映
す

る
こ

と
で

、
公

園
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

っ
て

い
る

。

●
び

ほ
く

公
園

モ
ニ

タ
ー

よ
り

快
適

な
公

園
サ

ー
ビ

ス
の

た
め

の
ニ

ー
ズ

把
握

の
た

め
に

実
施

。
H

28
年

度
は

「
子

育
て

世
代

の
方

」
及

び
「

日
本

在
住

の
外

国
出

身
の

方
」

を
対

象
に

9月
に

募
集

。
約

2週
間

の
応

募
期

間
で

35
組

の
応

募
が

有
り

、
15

組
を

選
定

。
モ

ニ
タ

ー
期

間
は

平
成

28
年

10
月

1日
か

ら
1年

間
。

今
期

の
公

園
モ

ニ
タ

ー

庄
原

市
4

名
男

性
3

名
三

次
市

1
名

女
性

1
2

名
広

島
市

2
名

福
山

市
2

名

県
内

そ
の

他
3

名
3

0
代

1
1

名
岡

山
県

2
名

4
0

代
4

名
島

根
県

1
名

計
1

5
名

2
人

2
組

3
人

1
組

4
人

1
0

組
5

人
1

組
6

人
1

組

地
域

別
性

別

年
齢

家
族

人
数

認
定

授
与

式
の

状
況

記
念

撮
影
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６
．
事

業
実
施
に
よ
る
環
境
の
変
化

事
業

実
施

に
よ

る
動

植
物

の
生

育
、

生
息

環
境

等
へ

の
効

果
・

影
響

○
整

備
に

伴
う

環
境

変
化

が
あ

っ
た

も
の

の
、

水
辺

を
は

じ
め

と
す

る
特

徴
的

な
自

然
環

境
は

残
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
影

響
は

小
さ

い
。

○
公

園
事

業
に

よ
り

、
鳥

類
を

始
め

と
し

た
動

物
類

が
安

心
し

て
生

息
で

き
る

環
境

が
創

出
さ

れ
た

。

○
希

少
植

物
等

に
つ

い
て

は
、

整
備

と
並

行
し

て
、

保
全

、
再

生
の

取
り

組
み

が
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

。

園
内

の
特

徴
的

な
環

境
で

あ
る

水
辺

環
境

が
残

さ
れ

、
開

園
当

初
か

ら
継

続
し

て
多

く
の

鳥
類

が
生

息

公
園

整
備

に
よ

り
、

希
少

動
植

物
が

乱
獲

、
盗

掘
か

ら
守

ら
れ

、
安

心
し

て
生

育
・

生
息

で
き

る
環

境
を

創
出

有
識

者
か

ら
の

ご
意

見
（

庄
原

市
文

化
財

保
護

審
議

会
会

長
伊

藤
之

敏
先

生
）

・
公

園
が

で
き

た
こ

と
で

、
鳥

に
安

全
な

場
所

が
確

保
さ

れ
た

。
今

後
水

鳥
が

増
え

れ
ば

、
そ

れ
を

狙
う

タ
カ

も
く

る
の

で
は

な
い

か
。

花
畑

も
、

ツ
グ

ミ
な

ど
が

利
用

し
て

お
り

、
野

鳥
の

生
息

に
一

役
買

っ
て

い
る

。
総

合
的

に
見

て
、

公
園

は
整

備
さ

れ
て

よ
か

っ
た

と
思

っ
て

い
る

。

オ
オ

ム
ラ

サ
キ

複
雑

に
入

り
組

む
国

兼
池

の
湖

岸
は

、
野

鳥
の

隠
れ

家
と

し
て

機
能オ

シ
ド

リ
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７
．
完

了
後
の
事
後
評
価
（
原
案
）

１
）

費
用

対
効

果
分

析
の

算
定

基
礎

と
な

っ
た

要
因

①
事

業
時

期
：

事
業

採
択

年
度

昭
和

５
７

年
事

業
終

了
年

度
平

成
２

４
年

度
②

総
事

業
費

：
６

１
４

億
円

③
利

用
状

況
：

５
２

２
，

５
０

６
人

（
平

成
２

７
年

度
）

④
Ｈ

２
０

再
評

価
時

点
か

ら
の

要
因

の
変

化
：

・
誘

致
圏

内
の

人
口

や
世

帯
数

が
減

少
し

た
が

、
周

辺
の

高
速

道
路

整
備

に
伴

う
移

動
時

間
・

費
用

の
変

化
等

に
よ

り
、

利
用

者
圏

域
は

拡
大

し
て

い
る

（
便

益
算

定
上

は
、

圏
域

拡
大

を
考

慮
し

て
い

な
い

）
。

２
）

事
業

の
効

果
の

発
現

状
況

①
防

災
に

関
す

る
機

能
・

園
内

に
災

害
用

臨
時

ヘ
リ

ポ
ー

ト
を

設
置

し
、

地
域

住
民

の
方

の
安

全
確

保
を

推
進

し
て

い
る

。
・

平
成

２
４

年
１

０
月

に
庄

原
市

地
域

防
災

計
画

に
お

い
て

指
定

緊
急

避
難

場
所

に
位

置
付

け
ら

れ
た

。
②

観
光

振
興

等
地

域
活

性
化

に
関

す
る

機
能

・
地

形
、

立
地

を
活

か
し

た
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
り

、
低

調
な

冬
季

の
地

域
観

光
を

促
進

し
て

い
る

。
・

本
公

園
の

管
理

運
営

に
お

い
て

、
地

域
に

継
続

的
な

雇
用

機
会

を
提

供
し

て
い

る
。

③
都

市
環

境
の

改
善

、
自

然
と

の
共

生
に

関
す

る
価

値
・

豊
か

な
自

然
環

境
を

活
か

し
た

公
園

づ
く

り
を

展
開

し
、

多
様

な
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
を

提
供

し
て

い
る

。
・

多
様

な
動

植
物

が
生

息
・

生
育

で
き

る
よ

う
な

自
然

環
境

の
保

全
、

復
原

を
継

続
的

に
実

施
し

て
い

る
。

④
歴

史
や

地
域

文
化

の
伝

承
に

関
す

る
価

値
・

地
域

の
伝

統
や

文
化

に
関

す
る

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

展
開

す
る

な
ど

、
地

域
の

歴
史

・
文

化
の

伝
承

に
貢

献
し

て
い

る
。
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７
．
完

了
後
の
事
後
評
価
（
原
案
）

３
）

事
業

実
施

に
よ

る
環

境
の

変
化

・
整

備
に

伴
う

環
境

変
化

が
あ

っ
た

も
の

の
、

水
辺

を
は

じ
め

と
す

る
特

徴
的

な
自

然
環

境
は

残
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
影

響
は

小
さ

い
。

・
公

園
事

業
に

よ
り

、
鳥

類
を

始
め

と
し

た
動

物
類

が
安

心
し

て
生

息
で

き
る

環
境

が
創

出
さ

れ
た

。
・

希
少

植
物

等
に

つ
い

て
は

、
整

備
と

並
行

し
て

、
保

全
、

再
生

の
取

り
組

み
が

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
。

４
）

社
会

経
済

情
勢

の
変

化

①
利

用
圏

域
内

の
人

口
の

推
移

等
・

Ｈ
２

０
年

再
評

価
以

降
、

誘
致

圏
内

の
人

口
が

減
少

し
た

。
②

関
連

す
る

他
事

業
の

進
捗

状
況

等
・

Ｈ
２

０
年

再
評

価
以

降
、

周
辺

の
高

速
道

路
等

の
整

備
が

進
ん

だ
。

５
）

今
後

の
完

了
後

の
事

後
評

価
の

必
要

性

・
以

上
の

こ
と

か
ら

、
本

公
園

の
基

本
テ

ー
マ

・
基

本
理

念
に

沿
っ

た
効

果
が

発
現

し
て

い
る

こ
と

が
認

め
ら

れ
、

今
後

の
事

後
評

価
の

必
要

性
は

な
い

。

６
）

改
善

措
置

の
必

要
性

・
今

後
も

適
切

な
管

理
運

営
に

よ
り

、
引

き
続

き
利

用
者

満
足

度
の

向
上

を
進

め
る

こ
と

か
ら

改
善

措
置

の
必

要
性

は
な

い
。

７
）

同
種

事
業

の
計

画
・

調
査

の
あ

り
方

や
事

業
評

価
手

法
の

見
直

し
の

必
要

性

・
同

種
事

業
の

計
画

・
調

査
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、

見
直

し
の

必
要

と
す

る
事

項
は

な
い

。
・

事
業

評
価

手
法

の
見

直
し

の
必

要
性

は
な

い
。
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